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福井高専ジュニアドクター育成塾の目的・目標
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IT関連企業

高専生
教員

地域連携
テクノセンター

デジタルネイティブ世代
科学技術に明るい小中学生

問題発見のフィールド知識・技術の支援

農工連携企業

伝統産業

地場産業

伝統的工芸品

行政機関

地域
コミュニティ

福井高専

伝統産業に関する講座開設
ものづくりの現場体験
地域と連携した問題発見

問題解決の方法に関する支援
DXに必要なICT,IoTの講座提供
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福井高専ジュニアドクター育成塾の目的・目標
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IT関連企業

高専生
教員

地域連携
テクノセンター

デジタルネイティブ世代
科学技術に明るい小中学生

問題発見のフィールド知識・技術の支援

農工連携企業

伝統産業

地場産業

伝統的工芸品

行政機関

地域
コミュニティ

福井高専

伝統産業に関する講座開設
ものづくりの現場体験
地域と連携した問題発見

問題解決の方法に関する支援
DXに必要なICT,IoTの講座提供

デジタルネイティブ世代の小中学生が
福井高専型PBLを通して

DXによる問題解決力を身につける

科学技術志向人財の育成

Ⅰ．プログラム企画概要
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間
発
表

プログラムの全体像（第1段階）
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Ⅰ．プログラム企画概要

伝統産業WS

福井高専講座

興味

不思議

発見

疑問 驚き

レーザー加工機、ICT、
熱機関、電気回路、色素、
ドローン、建築とMR、
数学、英語、SDGs・・・

ア
イ
デ
ア
ソ
ン(

1
月)

成
果
発
表(

3
月)

個人の目標設定

成
果
物(

一
部)

の
作
成

第2段階へ
問題解決策

具現化

工房見学、WS
職人との座談会

ﾜｸﾜｸ

ICT関連技術を含む
科学・技術に
関する講座
（公開講座等を

小中学生向けに改善）

知識

現状理解

技術

受講生
入塾

これまでのWS、講座の振り返り、整理

他者(講師、メンター、受講生等)
との意見交換の中から、具体策を検討

問題意識 問題提起力

問題発見能力

DXを意識した
問題解決力



プログラムの全体像（第2段階）
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Ⅰ．プログラム企画概要

ジュニア
マスター

福井高専
研究室A

配属

配属

専属メンター指導教員

問題解決案

問題解決案

課題研究の実施

高
度
な
も
の
づ
く
り
・
研
究
の
た
め
の
講
座

（
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
）

成
果
発
表(

3
月
末)

ジュニア
ドクター

研究機材

研究機材

問
題
解
決
の
端
緒
と
な
る

シ
ス
テ
ム
、
装
置
の
実
現

組
込
み
シ
ス
テ
ム
構
築
能
力
育
成
講
座

※テーマによっては、外部機関への配属協力を依頼

議論
アドバイス

議論
アドバイス

議論
アドバイス

議論
アドバイス

科学的知識を使って
説明できる能力

専属メンター指導教員

福井高専
研究室B

研究機材

研究機材

サ
イ
エ
ン
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス(

11
月)

課
題
発
見
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
発
表

中
間
発
表(

10
月)



実施体制概要
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【実施機関】福井工業高等専門学校 【連携機関】

機械工学科[3]
電気電子工学科[3]
電子情報工学科[3]
物質工学科[3]
環境都市工学科[3]

専門科目教室 一般科目教室
自然科学系[3]
人文社会科学系[3]

教育研究支援センター
生産グループ[3]
環境・基盤グループ[3]

▶️企画運営, 講座企画運営, 課題研究担当

教育委員会関係(官)
鯖江市/越前市/美浜町/福井県教育委員会/県教育総合研究所/
鯖江市教育委員会/越前市教育委員会/美浜町教育委員会

▶️募集協力, 評価協力, 成果普及

産業界関係(産)
包括的連携協定

KDDI（株）, （株）jig.jp, （特非）エル・コミュニティ

福井高専知己連携アカデミア会員企業
福井県内外合わせて約90社

▶️講座協力, 課題研究補助, 成果普及

その他(研究機関,科学館,地域コミュニティ)
RENEW実行委員会,福井県こどもプログラミング協議会, 
福井大学, 若狭湾エネルギー研究センター,
美浜町エネルギー環境教育体験館きいぱす

▶️講座協力, 課題研究補助, 成果普及

[ ]:参画教職員数, 下線は課題研究担当

福井高専

きいぱす

若狭湾エネ研

福井大学

アカデミア会員企業

RENEWの
主担当エリア

Ⅰ．プログラム企画概要



実施状況概要

募集実績概要
40名の募集に68名の応募

審査の結果、41名を合格（内1名小学4年生）

その後1名参加辞退

実施状況(1月21日現在)
伝統産業WS 3回実施(1/22に4回目のWS)

福井高専での講座 29講座実施（計画30講座）

のべ参加人数 560名

受講生の様子
WSでは職人の話の

メモを取る受講生

職人への質問（機械・装置
の説明に興味関心）

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 8
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Ⅱ．プログラム立ち上げ状況
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広報・募集活動

受講生募集
募集期間：

2021年6月21日(月)～7月9日(金)

告知方法：
チラシ・ポスター、ホームページ、

ラジオ番組など

告知先：
県内小中学校、行政機関、
博物館等、滋賀・石川の中学校

関係機関の役割

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会

10

Ⅱ．プログラム立ち上げ状況

福井高専

チラシ・ポスター・
HP制作

広報依頼

教育委員会・
行政・博物館等

小中学生への
チラシ配布、ポスター掲示

RENEW
実行委員会
広報素材の

提供

約37,000枚送付
小学校 185校
中学校 92校

福井大学
JD育成塾

告知

小中学生



Ⅲ．実施体制の構築状況
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実施体制
ジュニアドクター育成塾推進委員会
受講者の応募・選抜方法の承認
選抜者の承認
連携機関への拡充・講座依頼・調整

ジュニアドクター育成塾企画運営委員会
受講者選抜基準の作成・評価
講座の企画・実施
受講生の評価基準の作成
中間発表・成果発表会における審査

ジュニアドクター育成塾事業評価委員会
中間発表・成果発表会での審査
育成プログラムの評価

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 12

校長（実施責任者）、
副校長2名、
企画運営代表1名

実施主担当1名
企画運営代表1名
各専門学科長5名
一般科目教室代表2名
支援センターグループ長2名

伝統産業分野から代表2名、
市町村教育委員会から代表2名、
福井高専アカデミア会員企業代表2名、
福井大学ジュニアドクター育成塾代表1名

Ⅲ．実施体制の構築状況



連携機関との協力体制の状況

RENEW実行委員会
伝統産業WSの企画・運営への協力

教育委員会との連携
県、市の教育委員会、校長会などで

広報・受講生募集協力（ 5月下旬～6月上旬）

地域教育資源との連携
美浜町エネルギー環境教育体験館「きいぱす」

講座「クリスマスサイエンスキャンプ」への
福井高専ジュニアドクター受講生への
優先枠の設定➡選択講座として利用可能

福井高専地域連携アカデミア
本校の産・官・学連携組織、会員企業約90社

講師派遣、企業見学への協力

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 13

ジュニアドクター育成塾事業評価委員会メンバー

Ⅲ．実施体制の構築状況



Ⅳ.第1段階の育成プログラムについて
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開講式・オリエンテーション他(7月25日(日))

開講式
缶バッジ(名札)、入塾許可証の配布

入塾者代表宣誓

オリエンテーション
研究者倫理に関する講座

知的財産に関する講座

受講者管理システムの説明
• Teamsの利用方法

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 15

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



伝統産業WS(１回目 8月5日(木))
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漆琳堂（越前漆器、鯖江市河田地区）にて、蒔絵体験

株式会社KISSO（眼鏡枠材料販売、鯖江市）にて、
眼鏡枠材料を使ったアクセサリー作り

KISSOにて眼鏡枠の材料について説明を受ける受講生

漆琳堂にて漆器について説明を受ける受講生

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



福井高専での講座企画一覧(第1段階の講座)
分野 番号 講座名・講座内容案 担当者 種類 講座開講予定日

講座受け入
れ可能人数

実
施
機
関
が
主
体
と
な
っ
た
講
座

入門
1 研究倫理に関する講習、teams講習会 小松貴大 必修 7/25  10:00-12:00 40

2 たのしくはっそう
長水壽寛、大和裕也
芹川由布子

必修
R4_1/30  10:00-11:30
R4_1/30  13:00-14:30

20
20

ものづくり

3 様々な工具とその役割
藤田、北川、山田、林田

必修
10/3 13:00-14:30 40

4 機械工場体験 必修

5 デジタルものづくりの基礎 亀山健太郎、林田剛一 選択必修 10/9 10:00-12:00 20

6 レーザーカッターを用いた模型飛行機の製作 高久先生、小松貴大 選択必修
9/26 9:00-12:00 10
9/26 13:00-16:00 10

7 ５学科研究室周り（キャンパスツアー） 西 仁司、小松貴大 自由参加
9/18AM 40
9/18PM 40
9/19AM 40

プログラミン
グ

8 はじめてのプログラミング 福野泰介、小松貴大 必修 8/7 13:30-16:00 40

9 ICTって何？IoTって何？ 福野泰介、小松貴大 必修 8/21 13:30-16:00 40

機械工学科
(M)

10 エッグドロップの数理と技術 亀山 健太郎 選択 10/3 9:00-12:00 25

11 3D CAD 入門 千徳 英介 選択 9/26 13:00-16:00 25

12 熱エネルギーで動くおもちゃ作り 芳賀正和、田中嘉津彦 選択 11/6 13:30-16:00 20

電気電子工
学科
(E)

13 電子ブロックを用いた電子回路１ 米田 知晃 選択 8/23 10:00-12:00 12

14 電子ブロックを用いた電子回路２ 米田 知晃 選択 8/23 13:00-15:00 12

15 ブレッドボードを用いた電子回路 米田 知晃 選択 8/26 10:00-12:00 15

電子情報工
学科
(EI)

16 データと誤差 EI科教員(斉藤 徹 選択 9/12 10:00-12:00 20

17 IchigoJamによる計測・制御入門 青山 義弘 選択 10/2 13:00-16:30 20

18 Webデザイン演習とWebゲームアプリ開発 村田 知也 選択 8/28 9:00-12:00 40

物質工学科
(C)

19 オリジナル栞をつくろう2021 西野 純一 選択 8/28 13:30-15:30 5

20 生活の立役者、界面活性剤について学ぼう 坂元 知里 選択 8/24 10:00-12:00 20
21 色素を合成しよう 山脇 夢彦 選択 9/25 9:00-12:00 20

環境都市工
学科
(B)

22 ドローンの飛行と3Dモデルの生成講座 辻野和彦 選択
10/23 10:00-12:00 10
10/23 13:00-15:00 10

23 建築をMRで体験しよう 大和裕也 選択 8/29 10:00-11:30 10

24 作って学べるぼうサイエンス 芹川由布子 選択 8/21 10:00-11:30 20

自然系
(N)

25 数の不思議を見つけよう 長水 壽寛 選択 11/23 10:00-11:30 20

26 スポーツデータサイエンス 東 章弘、青木 宏樹、松井 一洋 選択 11/20 10:00-12:00 10

27 音を目で見てみよう 長谷川智晴、挽野真一 選択 11/13  13:30-15:00 15

人文系
(H)

28 SDGｓの視点から伝統産業を考える 佐藤勇一 選択 11/6 10:00-12:00 10

29 聞き取り調査による方言記述 門屋飛央 選択 11/13 10:00-12:00 20

30
We Love SABAE ――「英語でグループプレゼンにチャ
レンジ！」

原口治
ウィルキ・ウィリアム エドウォード

選択
11/7(午前2時間,午後1時間)
10:00-12:00,13:00-14:00

2017
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伝統産業WS(2回目 8月10日(火))

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 18

小柳箪笥（越前箪笥、越前市）にて木箱づくり体験

五十嵐製紙（越前和紙、越前市今立地区）にて墨流し体験

小柳箪笥にて木材のはめ込みについて説明を受ける受講生

五十嵐製紙にて和紙の原料のコウゾについて
説明を受ける受講生

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



ものづくり関連講座
レーザーカッターを用いた模型飛行機の製作(9月26日(日))

様々な工具とその役割、機械工場体験(10月3日(日))
担当：福井高専教育研究支援センター

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 19

溶接の様子を見学する受講生

レーザーカッターの説明を受ける受講生

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



プログラミング関連講座

はじめてのプログラミング(8月7日(土))

ICTって何？IoTって何？(8月21日(土))

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 20

感染症対策のため、会場を2つに分け、遠隔で配信しながら同時開催

マイコンでロボットを動かす講座内容

アカデミア会員企業協力

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて

アカデミア会員企業協力



その他学内講座

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 21

9月25日(日)
色素を合成しよう
担当：物質工学科

10月23日(土)
ドローンの飛行とモデルの生成

担当：環境都市工学科

11月6日(土)
SDGｓの視点から伝統産業を考える

担当：一般科目教室

10月3日(日)
エッグドロップ®の数理と技術

担当：機械工学科

9月12日(日)
データと誤差

担当：電子情報工学科

9月18日(土)、19日(日)
5学科研究室周り

(キャンパスツアー)

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



コロナ禍における対応
感染拡大を受けて中止したり、実施方法を変更したり

したWS,講座はない

1教室の人数制限
教室・情報処理演習室は20名まで、実験室は40名まで

健康観察
受講前に体調不良となった受講生は休んでもらう
受講後2週間も体温測定、健康観察し、体調不良となった場

合は、事務局まで連絡

会場入り口での体温測定

体調不良者等、欠席した
受講生に対しては、Teams上で
動画配信するなどして対応

2022/1/21 ジュニアドクター連絡協議会 22

2会場に分かれて講座を実施したときの講師映像

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



中間発表会

中間発表会の狙い

伝統産業のワークショップと福井高専での講座がど
のようにMixされた提案がされるのか？

受講生の問題発見能力・問題提起力を確かめる。

各種講座の理解度を確かめる。

※受講生の発表3分、質疑応答3分のプレゼンテー
ション形式

※事業評価委員会によるプレゼン資料、プレゼン様
子を審査
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Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



中間発表会での発表内容調査
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ワークショップで訪れた伝統産業を取り入れた発表内容・・３７件/４０件

福井高専の講座を組み合わせた発表内容・・・・・・・・・・３件/４０件

５学科教員担当講座を取り入れた発表内容・・・・・・・・３３件/４０件

一般科目教室教員担当講座を取り入れた発表内容・・・・・・７件/４０件

Ⅳ．第1段階の育成プログラムについて



Ⅴ.今後に向けた重点課題
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今後の課題（来年度の第1段階プログラムへ）

連携機関との取り組み強化
メンターシステムの構築

• 専門学科混成チームを5人1班を8班結成
• １班あたり、5名の第1段階受講生を担当
• シニアメンターによるメンター指導

アカデミア会員企業
• 農工連携企業などのツアーの企画・実施（夏休み時期が最

適）
• より幅広い「問題発見」の場の提供
• アカデミア会員企業講師によるビジネス関連講座の企画

福井大学ジュニアドクター育成塾
• 受講生同士の中間報告会/成果報告会の情報共有

• 報告会の同時実施などで受講生の交流も視野に入れて

• DX、ものづくりを取り入れた課題研究受講生の受け入れ
• 福井大学のR4年度のJST支援終了を見据えた、第１段階から

福井高専への第２段階育成プログラムへの選抜の検討、評価
基準の統一化
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Ⅴ.今後の課題
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